
〇 〇 〇
河 過 過
川 疎 疎

平 整 地 地
成 備 域 域
十 基 公 自 活
四 本 立 性
年 方 促 化
五 針 進 特

北 海

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
過 都 道 道 基 知 平 土
疎 市 路 路 本 事 成 地
地 計 の の 測 権 十 改
域 画 区 区 量 限 四 良
活 事 域 域 の に 年 事
性 業 の の 実 係 度 業
化 の 変 変 施 る 北 の
特 認 更 更 の 保 海 計

道 公 報

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
土 土 道 土 土 大 大
地 地 営 地 地 規 規
改 改 土 改 改 模 模
良 良 地 良 良 小 小
事 区 改 区 区 売 売
業 連 良 が の 店 店
の 合 事 管 定 舗 舗
施 が 業 理 款 立 立

第

〇 〇 〇 〇 〇
大 卸 地 特 有
規 売 方 定 害
模 業 卸 非 興
小 務 売 営 行
売 の 市 利 の 告
店 廃 場 活 指
舗 止 の 動 定
立 の 廃 法

号

毎
週
火
・
金
曜

月 表 特 別
十 別 措
四 措 置
日 置 法

法 に
に よ
よ る
る 市

火 市 町
町 村

曜 村 公
公 共

日 共 下

別 可 及 通 安 道 画（
措 び 二 知 林 改 変
置 供 件 の 良 更
法 用 ） 指 普 の
に の 定 及 同
よ 開 の 員 意
る 始 解 資
市 除 格
町 の 試
村 予 験
公 定 の
共 実
下 施

行 管 変 す の 地 地
の 理 更 る 変 法 法
同 す 計 土 更 第 附
意 る 画 地 の 五 則

土 の 改 認 条 第
地 決 良 可 第 五
改 定 施 一 条
良 設 項 第
施 に 一（
設 係 新 項
に る 設 （
係 管 ） 変
る 理 の 更

地 届 止 人 示 目
法 出 の の
第 許 定
五 可 款
条 の
第 変
一 更
項
（
新
設
） 次
の

日
発
行

下 水
水 道
道 の
の 代
代 行
行 事
事 業
業 の（ （ （

公 の 公 完 公
園 一 園 了 園
下 部 下 下（

河 水 完 水 水
川 道 了 道 道
課 課 課 課

水
道
の
代
行
事
業 （
の 土（ （
一 公 建 地（ （ （
部 園 道 道 設 農 改
完 下 路 路 部 業 良（
了 水 整 整 総 治 改 指
道 備 備 務 山 良 導
課 課 課 課 課 課 課

管 規 届 ）
理 程 出 の
規 の の 届
程 認 訂 出
の 可 正
認
可（ （ （ （ （

土 土 土 土 土
地 地 地 地 地 （ （
改 改 改 改 改 地 地
良 良 良 良 良 域 域
指 指 指 指 指 産 産
導 導 導 導 導 業 業
課 課 課 課 課 課 課

届
出

生
活
文
化（ （ （ （

地 地 地 生 ・
域 域 域 活 青
産 産 産 振 少
業 業 業 興 年 発行
課 課 課 課 室

北 海 道
（総務部法制文書課）

） ） ） ）

六 六 六 六
五 五 五 四

変小たチス

同同同同同

情態林いョチ

欲

） ） ） ） ） ） ）

六 六 六 六 六 六 六
四 四 三 三 三 二 二

ー痴痴

同同同同同同同

褻ン漢漢

初介て美猥ケ

熱！女

） ） ） ） ） ） ）

六 六 六 六 六 六 五
二 一 一 一 一 一 九

海行平行

北興興種映

の
道を成の別画

青有
月純

年興５興不

少害年

保行

） ） ） ） ）
電話

ペ
五 五 五 五 五 ー
八 八 八 八 七 ジ 印刷

北

〇 〇 〇海

遊 政 特道

技 治 定告

機 資 調示

の 金 達第

認 道 規 道 契
定 公 正 選 約

－ －
（内線 ）
－ －

富士プリント

〇
特
定
調
達

道 契 道
立 約 教
眠とレワ

牝催ひ女コュ

抱ス

れ恥トデ

乱みーー
振

きじた腰

ぶいき

し唇
か射

抱噴

、逆

女り

めい

濡スタレ病

護

れ

れトッイ棟

酒ーキプ

場カー魔

ー・
暗ラら 義フ淫 お

闇イな 父

でド訪 さ

抱・問 ん

いム者 、

てー や

な

め！ビ

護と
指妻

成て服 行 育し日和

すの－

例定
条

れ

和。か

昭る覗

題

道名－

海事

北情

年た

及 安 法 挙 に号

び 委 第 管 係
型 員 十 理 る
式 会 七 委 落告
の 告 条 員 札
検 示 第 会 者
定 二 告 等
等 項 示 の
の 適 公
告 用 示
示 団

体

教 育（
育 物 庁
研 品 石
究 の 狩
所 購 教
告 入 育
示 ） 局
に 告
係 示
る
入
札
の

ーー ャケ

オ同新ギニオ

ーー 本・シ ピピ ガー 日

ュズ画

ミン 映映 映コョ

画像

五
七

ーーュ

オ新オ新ニ新同

本宝セ宝 ピピー 日東東
画

ク 映映 映映映 レ ーー

画像画画ト

第制配新

例
条

部
全

日 作

映 第北会 社

）本 会 号給

第知

条道は社像

４海又

の堀定範

項指の囲

１事

規

示

公
告

あら

すがめめ

害れ認た

そとる

おるれ

る

性、を少な

暴し情青全

激の成

しを性刺年育

著

、

粗長感し健を

く助的 也理

りの

よ達定

に指

定
次由

、

七 七 七
二 〇 〇

六
六



と１２ 北

北お 海

海り平廃卸 道

道卸成 告

止売 地売 示

方業年業 第

卸務５年者

売の月

月の 市廃 号

場止日名

北 海

廃地開

卸許
を１２３４

止卸

市し成方

売可平許
可 場た

５年年市設

法。年売

月月の

昭月場

和

日名

道 公 報

北 ３４５

道
海

代主定

告 た款

示 るに 表

第 事記

者務載

号 の所さ

第

款す１２ 北

特のる 海

定変法平申特 道

非更第成定 告

非 請 営 示

利役条年営 の 第

あ 活員第５利

動に２月活
動 っ 促関項 号

進すの日法 た

号

画
映同

平
成
十い人
四じ妻

年め陰

五

出
例届

条の日称

る悶

札

和あ成中

昭が平丸

っ

月同

北。４共

年た年幌
青

海
道

第式

例株

条日果

平丸丸

律
法

年日日称者

成成中中

第平

札札 号
第４４共共

）年年幌幌

月月同同
青青 条

方式

規地株

の日日果果

地的
在目

氏所た
のれ

定

こてをこ

吉北じ業る

名

地いを

道の、行と

田海

的

雄幌人域、目

孝札法

人

中、おっと

市はにも

事定の
年 法る規

成のよ日称

平項に名 月

変り

成幌

法）告平札

年更公

鍼

律のす

第認る

ッ

号の３マ

７証。年灸
サ

）申月

第請

月熟責

十女め

四達

日

調
乱

淫
－

火

－
教

曜

日

会

北

第
）

号社

堀

の
項事

２知

第道

条海

よ売社

に卸会

よ
に
定
規

と道

の海

次北

、場

り市

市
売
卸
方堀

地
り事

お知

区りる、る

央はけてす
、

通き齢健

大・高保。

う等医

西ゅ者
康は

目マ健又

丁・の療

ー進祉

番サ増福

３ッ
のす進

等関増

号ジにの

が日ー

北

３た会

第っ師

条あジ

同知

規、道

ので海

項の
項

り５堀

よ第
に条事

定

ピ
日ー

新オ

のお
次に
、

像画
映 映

ー 本

の
次也

、
り達

大
アイウ

大

荷 駐 規駐 規

模車台輪台さ

のき 方 小小場場ば 平 模

止
廃也

の
場達

売売の

埼規成

大代大平

はアイ

規表株埼株

模者式玉式玉模

小の会県会県小年

施るに

売氏社さ社さ売

１

通事す

を種与

術各寄

出大釧釧大名株旭

届氏
模会市

事規路路規式川

小ァ釧小社豊

項模フ郡

い達

概売ッ路売小岡

の

域９

定用
り準也

おて
と

規 北

大模なの月 海

平 規小お生 道

模売、活日成 告

小店同環ま 示

売舗法境で年 第

店の第のに５

取地
３４

舗設８保北月

施 メ 場
目市
売 品卸 扱方

舗舗容容設 ー 店店収収

数数面 ル 内の台台の ト
置

面配

舗の

店設積

の施
事
る

計す

合関

のに

積

店名しいアい店月

舗またベた舗

ル市新

にむまイまの日

代原を

い宮宮設

おら市

る

小表町表町す

て代原
締丁締丁日

売取２取２

を役目役目

業
行
者原４村４

う藤番島番

舗自条

要店シ町店鳩２
丁

のン場を動４

舗ョ木
ー丁置工目

名モ一設車
代

び３る

及ル目す業

称

ほ氏取

在５の表

所番者
は

又役

か名締

地

立置条持海 号

か２た釧

地者第の道日

ら項め路

法
成規規慮庁

平大の配支

模定す商

法売基き労

年小にべ工

第舗き項観

律店づ事働

の、に光

称
名 部の の

号新当つ課

同
共

幌
部札
果中

青丸
類

氏次治

の秀号号項

果
青

住
び

及
称

名
は

又
名郎伸

照

及
称野

名管

に
び
並

所

に
人
法

に
び

並
所
住彦

び

大て到

）設該いに

っ
あ

模見す

５つ規意着

第に
売有よ

第て小をる

条い

提海

項出店すう北

１届
規あを者出道

のが舗る
置、る事

定っ設はす知

面と堀

よ。す書こ

にた

売
卸

方
地

、者にが

りる

場
市

五
八

表
代

は
て

て
っ

あ
に

人
法

のそりき

次がよで

の
者 也

お周成。

との平る達

り辺

大地年



平

大大なの月

り域９

規規お生

模模、活日成

平 小小同環ま

成 売売法境で年

十 店店第のに５

四 舗舗８保北月

年 立の条持海

五 地設第の道日

北 海

海
北
道 関５

告 縦平す縦午時

示 覧成る覧前

第 法時９分 期
間年律間時ま

５かで

号

和午

月昭ら

道 公 報

２３

出成出縦北北釧

届平届
書覧海海路 午年

釧産

前月年等場道道町

縦済路業

６日４の所経

覧部支経

時月

か
ら日地庁済

第

閉来午駐２荷

アイウエ

規店店客前車かさ

大開

のき

模時時が９場所ば

自施

小刻刻駐時

売車

店午午場分動設

号

規
大

エ
廃
棄立模

店 メ等メ売 方物方小 平
保ト舗 ーのー

月 法置２た上

十 者項め川

四 平かの配支

日

変定す商

成ら規慮庁

法に基き労

年更にべ工

律つづ事働

火

て、に光

第いき項観

曜

）出該いに

号届当つ課

日 附が大て到

後 日
年５

火法時

）律

ま

か第分

ら

で
た ） 月。 号 ９
に
定し 規 日だ

午域経課

る ）釧 す 火、

工

時課商

９業部

後産済

か車に

課
光

観
働

で労

ま

９利らのお

舗前後を

に

後入て

お時時用午出い

時のさ

てる９口荷

いす

数ば

小こ

売と
で行

をでまを

業が分き

間と

者時こ

うるう

行き

設設

施施 ル管ルの ト

の
関

に
法

方

量営

容運

のの

見す

則あ規意着

事
る

す

有よ

５た小をる

第っ模

提海

第店すう北

条。売

す知

項を者出道

１舗る
書こ

規置、る事

の設は
者にが

にる面と堀

定す

路

、そりき

りがよで

よ

をに 日 で町 休 ま

は 。 日て く 曜っ 除 日あ

及８

日前

曜午

土、 ） 、
び時

国

る

時き

店で

開帯が

民分

刻
時
店
閉帯

び間

及時

刻

の周成。

次の平る達

項

也 と辺

お地年

廃 荷 大駐

棄 規輪台さ

エオ
に後

日午

祝ら

のか

更成記あホ札大

変平上
ウ大っー幌規 す
る年の規てマ市模

大駐

駐規車変変

イウ

変車変変模場更更

規川川更大

札大旭旭変

市模豊市し規駐

幌

１

中小岡豊よ模車変

規名海

出大氏北

届の
ア

物 平平 の小リ

項模道

事

メ 小のき等 方方 模場ば

容設保 ーー 売収施の メ

施 ルル 舗台の管 トト 店
の容

設の

施積設

の数面

模はッ厚小

関
に
置

配量

変 年

区店

月月更小代ク別売

に売表株 日

会別内

日係店者式厚舗
店

もに氏社中の

る舗の

面

以い代３舗

のお名央
の

の小取２積

外て表条
計

項業役目合

事売締丁

更場更更小の前後

を１

店動

後の前後売自））

舗車出出

）収））

届容

のの入入

書数施出口口 台台 出台
付の口かか

添設入８６
出出

面営数

図運の所所

方

場更
置に１１

配法口口

と売の前

央売タ岡う小

ン条す店位）

区店ウ４

通のプ４る舗置届

大舗

項施書

西名ラ丁事の出
付

丁及４設添

６称ザ目

所ー１配図

目びホ－の

地ッかに

番在マほ置面

地

概売ー

豊す置

１ク関配

ス

設シ

をグ

舗ン

要店シ
会

の式

者株

るム

すテ

置

項
事
る

す

又
名社

氏

五
九

行前－

う田

称
名

は
又

名
氏敏

の勝

者

所所

図関かか

所
住
び

及

す

後項口口

更事入入

変る

表
に所所

」かか

）１１

店事

岡る図
示

代

示
表

に
」
）
前

更

項変

社

び役

及締

称取

名表

は

勝

法
に澤

び堀

並
所長

住

に
人
法

に
び

並

あ
に己

人
者
表

代
は
て
っ



ウ
規駐駐

川川更大

旭旭変

豊市し

更場

岡豊よ模車変変車

の前後の

タ岡う小場更

ウ３と売

北 海

２
出大氏北札大

届の
アイ

市模

前事規名海幌規

午
時の小リ中小

９項模道

店シ区店

か概売ー央売

ら要

道 公 報

北縦平関縦

届に

アイウ

覧海海覧成す覧

出縦北

る時

書
等場道道期
５律

の所経上間年法間

覧部支月

縦済川

第

出成
届平
年
日４

開閉来午荷午月年

８ば６月

店店客前さ前

時時が

刻刻駐時き時

号

平
成
十大大
四立規規
年方模模
五

条す店位））収

メ小小

台

プ４る舗置届届容

ン

施書書数

ラ丁事の出出

の付付

６設添添

ザ目項
置面面

ク１配図図

ホ－
ンかに

レほ

図図

ョす置置

シ関配配

プ事

ッる

後をグ通の

午舗ン大舗

時置ス６称

５設シ西名

すテ丁及
所

分るム目び

ま者株
１

氏会地地

での式番在

名表

は代

又
名社

昭 地庁
域商日和

産工

か律

課働）法

業労火年

光ら第

観
課９
号 月
）
規

に 日
定 火

施か日 車
をかに午

午午場分設ら
い９

９９利らお後

前後
す後て時

時時用午
ば

こ時さで

分る９荷ま

と

う

きで行

でまを

が分き

る

月ー売売

十ト店店

四ル舗舗

日

運小
のて

設い
施お
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が
達式式

予
れ

さ台台台 定
月関

十す

四る

日事
項

火

曜

日

る
め
定
を

例
特

の地

き在

令
政

海

号
１

地

７
成
平

告

立
道

示

物
る

浦
三

長
所
究
研

育
教

び
及
量
数
、
称
名

の
等

品

竹た敦

第
令
政
年

の
そ

々藤友橋内て沢

佐佐善

後き子

木孝会陽弘わ良
援

一連後援渉後

勇行子

援後会援会

後合援会後

森林

政ダ永自岩大大小

勝見い信

治ル田由間田

正主敏みさ義

結マ勝民

新ト後党をのおを

社ス

育ま

日ー援福励るを励

北自

雄
秀

本ブ会島ま後

悟年海由

一伊小小清青

正田会自道民

友東野須

党党

子美悟由無主

会秀
合業後札派北

連企士党

公
の
札
入

後後援幌ピ広

平るを 北

政成届次政 海

出の平 道治
年をと成 選治 資
４しお 挙金
月てり年 管

２い公５団

規
理

日な表月

正
委

岡阿畑井千敦

会
会援会

会

稲の支す援てす
々
佐 中河

会会

真会部会会る

会支ー島
田神永岡東工

の
ル部

会会部プ支

援援

須

渡伊小杉小澤枝植
会

法
以いす 員体 後もる日 会

はの。

昭
告

、との

和
示

同み 第

法な

年

名 法
第さ 号

条た称

第８れ

律
のの

海 第
定、北代 ）

規で 号

表 の同

道
選
挙
管
理
委

英季良

木本部山上徳沢

悦一一夫治子

勇幸善幸

井

谷

広大長上長館横

一

道義久弘

田場澤原川脇

井
広雄裕代敬子安

正勝

勝惣三英

中野田本藤村

正一雄作男雄

一裕勝寿

有大岩西山柴山牧

正三

一博浩

瀬野崎川内田川

治雄志司勉一

重秀範一

部東野本田田広田
光春

明美

靖秀正勝悟健伸豊

清今田間

彦子美昭士一

田水水井村野

白海前清

則勝清良良富大俊

井辺
安主彦一一男郎行

士次

適法道
挙 第の 用第選 条者

に
い第理名 項

つ条管氏 ２

氏 定
は項員 規

て３委 の
よ

計 法規委 に
同の会会

、任 ６に長 り責 第定員

次者

条基
１きの名 の
第づ

員
会
告
示

七
〇

同同同同同同同同同同 同石

所
支
島

同同同渡同

所
支 務狩

事同同同同同 届 団
のそ 治
項、橋 政

局

に称之出 定名 体
規の康

、よ等先

は



村が山

明安池お北す畑

円嘉清靖ぬ公

石藤田ち

頼

平 幸治彰一彦ま後

成 後後後後後義援

十 援援援援援一会

四 会会会会会後

年 援

五 会

北 海

辺辺

松山米渡渡渡渡渡

省省省省

井下田辺辺辺

克一一一一一

や貴良省
北後月と

す史
背援別空援形長

ひ妹後

若

と牛会後知会後沼

こ
援会合会い

あ後援連援

ゆ

道 公 報

ッ達

岸ぎ田千美ホ堀会

よ川渡ト也

誠そ森代唄

後淳し則辺ウと

一う
援一た男省ェ
とブ紀

会後か後一ー世
道

会応会若空の

援を援
援い知

第

田ま

山自大中中日藤か

二共きだ

田由崎川村本

広之郎産よ誠

一民一隆

後党後余後党し後

郎主

援会

援余援市援原後援

支援よ会

会市会後会田

部会し

号

堀わ田
利上

哲な豊紀

合た畑世

援治援国

後俊後ノ

哉べ
会飛

援を

会後会町

月
十
四
日

火

鈴井原佐蛯大松

曜

木村藤名門島

日

尾

会会

会援の

む会後土

口野崎

真藤黒渡宇谷広

のつ

し土を

鍋井沼辺野

永渡青
イ

オ
マ

る

会く

隊
崎下森井邊山

岸川神岩 大中中小野大

会
援

後
お

田島崎島村林村塚

山中

野

高福高森
会

る
せ

さ
躍

志登勇

義重作昭勝

橋田

中菅山北太畑

正一蔵二
紀正

藤村原口村田山

斉
夫清雄子男守

保

政美時

昭
四

敏英春利得松俊
和

高福小

保雄雄京一章郎

井倉橋居川

柴森石松柏

良和良謙一正正

田嶋崎

栄

之男彦吉一雄憲義

久

修安倫仁一吉

好博正孝
野山

岸杉野小坂菅青

江
誠雅昌久聖栄

田田山東

一剛二

一司進彦男人吉

郎隆広隆郎登健勉

一剛

田屋

山和大大菊廣辻大

勝重有四

田田崎野地田

正江利美道郎均

セ年和

郎

三太五三

四健富喜
ツ

鬼浦木

堀九三鈴

男郎郎

子郎満義

智
沙利幸暢

合

所
支
川
上同同同同同同

浪沢じ

え高中根橋半ふ

辰久公蔵のわ

る橋島津

お裕

）夫栄男後りら

会
援援援会後一

後後後援

同同同同

会会会連援と

み自い鹿木さ

同同同同

の本ん由し原戸と

松松

勝政

会嗣な民ざの俊う

党信子後憲

後で主わり

援

会る大一す援後

援創

同同同同同

オ滝後み会

白新高肥

同同

川成畑田

ひ未湯
稚利白久会よ義

あ来佐

あ後

成内夫滝隆し隆

さ

頓政援き援

俊の中村後

空
援ち別治会後会

後ま

支

志知

同後同同同同同

直堀斉斉佐長生

所所

支

目

田田デ藤藤藤岡田

直

二し幸

せせィけ伸健よ

し援後あ男

いいーい後

と平ろ会援きと

じじ小

檜同
歩連会う会後農

と

いと

所所

支支

島山

渡同
雅雅らた

辺辺がよ

渡渡
雄と

後と秀己

英英し敏

連合会歩

会陽後古

援太

佐中大柳岩永
会

合会む 部会の

ホ支援れ会

々久

ー

老

会白

のい

クし

ツ会新

細松中佐石福青佐
考

を

く援盟会

会づ後連援

々

猿吉正服佐小高中

り会

す歩会を

む帯と援村

々

石
会
る

会会え

るむ考

会
里

國久

松直藤中菅三大 大渡福町
会

会会の

の援

友和房正

木島保澤本井
半藤

昭栄一海雄且

正久
梶中宍竹

七 川島戸中沢原

一

男子雄

恵シ

寿千昭ト達

本村木沢元木藤

正子晋

夫憲

良勝庄成信秀政

川

小佐栗石

雄美吉幸一亨

蒲林泉藤橋坂

井早菖小

雄

隆仁憲健光和武

上瀬

林畑村
幸志一六茂子範

紘博俊譲伊

子田田部間

太史實雄美彦明蔵

亮州

畑辺

林木藤広石兼高渡

行忠良譲英

村井中橋田

黒
仁治隆介尚二明吾

栄

朝光義

沢田田野原谷保

郎喜郎和雄

太太

真政正

中舘鈴工佐山奈

郎二貢
西野木藤木崎岡

々良

中

一

民民重講二喜利靖

西

嶋田
夫夫昭二郎郎之男

男輔
士之

敏雅富啓

畑辺
藤藤嶋村

斉斉福又

一英

同同

雄雄一海

孝孝健春

同胆同同同同同同同同 網同同同同

所
支

振

同同 同同同同

所
支

走

同同同 同留同

所
支

谷

同同同宗

所
支
萌

同



日幕見三民山 と

主い

く世本別樹好主内

会美義わ

ち紀経のの喜

勝浄済雄をお

三十済経

て合

木を化を後育連

郎

盟る会る後

野創同語援

援会会士援

後る

北 海

坂く

帯方加く坂鹿下と

た政節ち

広川藤ぼ本追

雄みけ経子三

一英秀た

会後幕のし懇後郎

青一

会会更

援別る後話援音

会民

援援会農

会後後援

会
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田野

武巻朝石市伊内岡

ひ博豊友

田宏倉井原藤

雄也で後業行

修後昭達

後会後後お援者後

一援

草援会

援援援と会後援

根
の会

会会会

第

橋内

渡青石大酒酒高竹

芳芳辰久

部柳川沢井井

彦一秀秀夫光

孝の昭洋

援

後後後新幌平後

樹会

町志町会

援援援冠毛取

婦売援

節池後

会会会

号

て喜勇

山庭辺

松茂渡

平つ徳後

成お後援
十後援会
四援会

年会

五

木安花清堀
会

の

会幌会

辺野川田房水内

飛渡岡 斉窪高岡井得
会

援
後

岡 下藤田橋野下地

々
佐松 小石佐足島大

ブ
ラ

ク

木

会

渕林井木立平

々

田巻 稗安村石

会会
援援

後後

川木田田上丸

保竹石栃

田内
月
十
四
日

火

松遠高

曜

山藤沢

日

雄雄

洋

雅哲東清雄秀晴

杉三鈴阿

久文也治之輝

原渡森好木部

坂土菅樋

文男

恵元俊淑博吉

本田

敏友ま秀
子市充敦行江

作稔男行の行
さ

雅征藤

難高岡所喜段福山

史勝

健美仁秀

波橋本多原川

忠雄治也子正

貴

泰一輝

之

久喜正省順朝清
展雄

岡段

光平夫子功司助喜

井地橋本

牛巻朝石菊高

也
貴

和和省久文美

坂倉

貞武登
守子子子義剛子

清太二夫雄
美

広久昭龍

中石佐溝中五中

晴光彦
道川木尾村嵐道

々十

山

雄三
津

一法菊一千一

岸
彦

哲正豊
巌三子美男敬

昌和

田口山

吉山村

男男

同同同同同同

男治彦

哲

又代製う型式の
１

同同
名又業遊遊型 表 は造事

同同同同

称は所技技 者

条務た

同同同同

北

遊のの 海

技遊で平

の

道

機技、成

適

公検 正

の機同 安定 化

認の規年 委

定型則５申 等

員

及式第月請 に

会

支
勝

同同十同同同同同

木年十岡

鈴鈴青二松

所
男由世ろ

宗宗自一ひ

木
茶釧飛き

釧標党紀ゆ

男

同同同同
町町路躍後

路

佐新鈴

所
支
高
同日同同

ひひ藤時木

自漁五坂坂

会井ささ英代宗

由火ノ

厚

主釧護ゆゆ雄の男

民

援岸岸

党路後きき後厚

白支援後

同同
糠部会援世会町町

田本由

山山自

所
支
振
胆

標

太は党

んし主

りよ民

及検の機機 をと茶

郎る

種区 氏 び査所のの式 の
所名行地類分名

住を在

株代群ぱ遊

取県ん機フ

式表馬ち技
遊認ー

社締伊このィ

会

及ー

共崎技定バ

三役勢
和型ジ

島三びエ

毒市機

者 関

びに９ 告の す

型関条日 示

式す第氏 る

第

のる１名 法
律

検技項 号群
県 和 等上規馬 昭 定術の

にの定桐
市 法 す格よ生 年 関規に

野 第 規適公境 律 るにり

則合示

援部会会

後後支の援

町

会会
援

道

公

安

委

新小中五松員

部の築援

支会紀を後

ノ

吉菅坂長佐若
会

会く会 会
む春部

囲緑支
平小

のシ

秀町式プ

村後小

会

行

検ャ

番定ン

地等
６
第
則

規
る
す
関

１に

しす北六

い。道 ）丁 昭てる海 号
る公 第目 和
年旨安

家検員地 第

国の委番 条

安委 項

公定会 ４
営定

員俗長 検

委風員 の

井岡

則等い

規業潮 を

会

歩林嶋会

春新嘉尚告

雄市昭護幸

示

村藤子脇山

辻伊金大金

村藤狭
勲勉裕信弘

義明

義寿正久豊寛

賀山村野

川

也雄一志幸司一靖

勝

田崎

野
木小杉伊伊小吉

克輝裕一

村寺本原原池

雄久美美夫夫好

正義克

男明市

三嘉新

上藤林
清

前萬野

七田野呂

二

イ
号
１

第
条 男宏良

輝充

号制）

４規。

第の田 う
行

）及を

同同同同同

６業っ

第び

同釧同同同同同同同同

所
支
路

同



検検検又代製う平

定定は造事成 申名又業 表

十 請称は所 者 定の

四

の 者及検の 有

年 のび査所 番効

五

北 海

事
製う型式の概要検

３

式

又業遊遊型製型定

造
の機機試年 造 は所技技

月 査所のの験 式業 検

道 公 報

は

の概要検検検検又代

の 型製型申名 定表 定定
者及 年有 造式請称者 定
月 験のび 番効 式業の 試

第

検検検又代製う型式
２

又業遊遊 表 定定は造事

称は所技技 者 定の申名

効の 者及検の機機 有請
のび査所のの 番

号

試年 造式
製型定

概要検

氏住を在 期氏 月 験 業

月 号間名所名行地十
四 第公岡山代岡日 示山佐表山

の県株取県

日新式締浅

見会役口

号平市社郡火

尾野庄

成高佐里

曜 町 年

慎里 ５日

を在種区番 者

月一見 番

平

行地類分名名号日

岡回遊デ山

成 山胴技ス佐

県式機ト株

年 浅遊のロ式

定ヤ社月

口技認イ会５

郡機

里及ー

日 庄び

住 期 者氏

見の

里式

町型

名号日号間名所名

番氏

平第公岡山代

名
プ株

示山佐表 成 ッ式

の県株取 チ会

日新式締 年 モ社

見会役 ン大５

一月号平市社

成高佐 商

尾野 会日

年

慎

を在種区 期氏

月一 番 ５

間名所名行地類分

氏住

技

第公愛株代愛ぱ遊

号
示知式表知ち

の県会取県ん機

日名社締西この

古大役春遊認

井機及

号平屋一日技定

中会原郡び

成市商市

町の

５区春式

年村西型

平

名号日
番 者

月鴨茂

株

成 式
会

年 社
共月

三５

地

日

の 日

検

間
年
３

ら
か地

）番 １ 定
第
則
規
る
す
関

地に

番等

地

第
条
６

の 大検

間
年
３

ら
か

）１ 日

付

村に

）一沖等

日町字定

西す

ら目字関

か丁
３

１則

間地川規

年番ノる

検検検又

第
条

地６

番第

型申名 定定定は

概要検

２

年有 造式請称 定の 製

検又代製う型式の
６

号

遊遊型 表 定定は造事

検

は所技技 者 の申名又業

式の概要検検

５

有請称

業遊遊型製型定

事
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